
包括連携協定によるめざす姿

本取組の背景（現状）
○各事業者が個別最適的に交通網を展開
・目的地までの不便さ・待ち時間の長さ、多客期の対応等

○訪日外国人の受入環境は整備途上

○連携を通じて地域内で全体最適となる交通網を形成
・交通結節点としての機能強化（最適なルート案内、待ち時間解消）

〈まちづくりとの連携〉お客様視点のサービス提供で地域活性化

・利用状況の共有によりフレキシブルな運行体系を構築

〈玄関口としての白浜〉紀伊半島各地の観光資源への回遊促進

今後の取組み・めざす姿

将来的なビジョン

連携・協働

まちづくりお客様

移動円滑化 地域活性化

○訪日外国人の移動円滑化を通じて観光体験を拡大・向上
・ＩＣＴの活用やキャッシュレス化への適応による移動の円滑化

シームレスな移動でまちは賑やかに：Seamless Kii (Key) Project (SKiiP）

・多言語対応、乗継ぎのハードル、現金決済への依存等の不便さ

2019.4.1~
利便性向上に向けた取り組み開始

乗換えの時間・場所や、待ち時間の楽しみ方・
観光案内等に課題

○移動を楽しく、まちと連携した紀伊ならではの地域体験と交流
・地域と連携したサービスや紀伊でしか体験出来ないおもてなしの創出

地域


